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３ 要旨

農業試験場内圃場において、キュウリうどんこ病に対する防除薬剤の効果を検討し、以下のような結果
が得られた。

(1) 薬剤散布１週間後に調査したところ、供試した13薬剤のうち、メパニピリム水和剤(フルピカフロアブ
ル）、キノキサリン系水和剤(モレスタン水和剤)、イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤(ベルクートフロ
アブル)、イミノクタジン酢酸塩・銅水和剤(ベフドー水和剤)、カスガマイシン・銅水和剤(カスミンボルド
ー)、ジチアノン・銅水和剤(デランK)、DBEDC乳剤(サンヨール)およびTPN水和剤(ダコニール1000)の
８剤で比較的高い防除効果が得られた。特にキノキサリン系水和剤は、防除価 100と高い防除効果
が得られた。

(2) アゾキシストロビルリン水和剤(アミスター２０フロアブル)、クレソキシムメチル水和剤(ストロビーフロア
ブル)、トリフルミゾール水和剤(トリフミン水和剤)、フェナリモル水和剤(ルビゲン水和剤)およびチオフ
ァネートメチル水和剤(トップジンM水和剤)の５剤は、防除効果が低かった。その原因として、これらの
剤に対し薬剤耐性菌の発生報告があることから、場内で発生したうどんこ病菌についても耐性菌であ
る可能性が疑われた。
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